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（１）「第 2 次エコアクション一宮」取組内容 

この計画は一宮市が自らの事務事業を見直し、地球温暖化の原因となる温室効果ガ

スを率先して削減することを目的にしており、平成 22 年度までに温室効果ガスの排出

量を平成 17 年度実績より 6％削減することを目標としている。 

一宮庁舎、尾西庁舎、木曽川庁舎、教育施設及び市民病院等関連施設を対象として、

電気、ガス、水道使用量の削減を目標にした「一宮エコオフィス運動」、環境負荷の少

ない製品の購入等を勧める「一宮グリーン購入推進運動」、経済運転等を勧める「一宮

エコドライブ運動」、夏期期間中（6 月 1 日から 9 月 30 日）にノ－ネクタイを励行す

る「さわやかサマースタイルキャンペーン」などを実施している。 

また、平成 14 年１月から毎月第２水曜日を「ノーカーデー」と定め、車通勤の職員

等に対し、徒歩、自転車、公共交通機関で通勤することを呼びかけている。 

 

（２）温室効果ガスの排出状況 

   平成 22 年度中の一宮庁舎、尾西庁舎、木曽川庁舎、教育施設及び市民病院等関連施

設における資源やエネルギー使用量は、表－49 のとおりである。 

温室効果ガスの排出量は、約 109,446ｔ（二酸化炭素換算値）、体積に換算するとナ

ゴヤドーム約 33 杯（※）に相当する量で、基準年度比 8.8％減少した。そのうち二酸

化炭素は、約 104,993ｔ、全体の 95.9％を占めている。（表－50） 

なお、二酸化炭素のエネルギー別内訳は、廃プラスチック類の焼却に伴うものが

52.5％、電気が 32.1％、都市ガスが 6.8％、Ａ重油が 2.5％等となっている。 

※ 二酸化炭素は０℃、１気圧で１kg あたり 509 リットル換算、ナゴヤドームの容積は 170 万立方メートル 

 

（３）グリーン購入の実施状況 

平成 22 年度中の物品総購入額に占めるグリーン商品購入額の割合であるグリーン

購入率は表－51 のとおりである。 

グリーン購入率は、全体で 95.7％である。 
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